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環
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モ
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２

　
　
　
　
　
　
　
５
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）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
一
号
）

二
　
（
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
分
析
の
目
的

　
景
気
循
環
の
理
論
的
研
究
を
試
み
よ
う
と
す
る
場
合
、
出
発
点
に
立
つ
に
あ
た
つ
て
予
め
装
傭
す
べ
き
理
論
的
用
具
は
、
必
ず
し

も
少
く
な
い
・
し
か
し
・
ポ
ス
ト
・
ヶ
イ
ソ
ジ
ァ
ソ
の
分
析
用
具
の
み
に
限
定
し
た
場
合
、
従
来
の
成
果
の
大
部
分
は
、
第
二
次
大

戦
前
の
主
循
環
型
景
気
循
環
の
分
析
か
ら
得
ら
え
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
・
第
二
次
大
戦
後
の
主
要
諸
国
の
景
気
循
環
が
い
ま
ま
で
の
と
こ
ろ
在
庫
循
環
の
形
を
と
っ
て
き
た
と
見
る
判
断
は
、

定
説
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
盃
妻
説
明
す
る
に
充
分
翁
論
は
、
既
製
品
と
し
て
は
与
え
ら
れ
て
い
き
。
’
誤
解

を
避
け
る
た
め
に
断
っ
て
蒙
ね
ば
奮
き
が
、
私
は
、
今
後
主
循
環
型
の
景
気
循
禁
雲
消
す
で
あ
ろ
う
と
い
つ
た
先
入
観

と
は
無
縁
で
あ
る
・
む
し
ろ
、
過
去
に
お
い
て
は
在
庫
循
環
を
繰
り
返
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
事
実
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
今
後
も

果
し
て
今
ま
で
通
り
の
経
過
を
繰
り
返
す
か
否
か
と
い
う
問
題
設
定
は
、
充
分
に
意
味
の
あ
る
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
、
１
、
れ
は
と
も

あ
れ
・
在
庫
循
讐
繰
り
返
し
て
来
た
第
二
次
大
戦
後
の
メ
ヵ
一
ズ
ム
に
関
す
る
理
論
に
し
て
も
、
い
わ
ん
や
、
今
後
の
景
気
轟

形
態
を
洞
察
す
る
に
必
要
な
理
論
的
イ
ソ
フ
ォ
ー
メ
↓
ヨ
ソ
に
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ
の
知
る
と
こ
ろ
は
、
未
だ
極
め
て
少
い
と
一
一
一
一
。

わ
れ
ば
な
る
ま
い
。

も
っ
と
も
・
海
外
・
と
く
に
ア
メ
リ
ヵ
で
は
、
形
態
分
析
の
分
野
で
も
、
理
論
的
分
野
で
も
、
か
な
り
の
成
果
が
挙
げ
ら
れ
て
唐

る
・
し
か
し
・
わ
笛
の
戦
後
景
気
循
環
に
関
す
・
葛
萬
差
縞
簗
の
成
果
は
、
未
だ
侮
少
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
の
最
大
の

篭
は
・
実
証
的
研
究
の
た
め
に
は
・
ま
だ
サ
ソ
プ
ル
祭
警
て
少
い
と
い
う
葵
実
げ
、
リ
れ
よ
う
。
こ
。
限
り
で
は
、
短
兵

急
に
体
糸
化
さ
れ
た
理
論
的
成
讐
求
め
ゑ
則
に
、
わ
れ
わ
註
、
戦
脊
本
寡
刈
襲
に
関
し
て
、
よ
り
多
く
。
饒
的
菱



を
把
握
す
る
こ
と
に
、
惜
し
み
な
く
精
力
を
傾
注
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
な
る
ほ
ど
大
戦
後
の
わ
が
因
に
お
け
る
景
気
循
環
は
、
今
次
後
退
を
含
め
て
も
僅
か
三
同
に
過
ぎ
な
い
と
は
云
え
、

形
態
分
析
を
適
用
し
て
き
た
経
験
か
ら
す
れ
ぱ
、
各
種
の
時
系
列
の
時
問
経
路
お
よ
び
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
魔
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
１
）

可
な
り
高
度
の
規
則
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
結
果
か
ら
判
断
す
る
な
ら
ば
、
わ
が
国
の
戦
後
景
気
循
環
に
対
し
て
、
少

く
と
も
当
面
は
巨
視
的
観
点
に
立
っ
て
分
析
を
試
み
る
場
合
、
可
な
り
の
成
算
を
瑚
待
す
る
こ
と
が
充
分
に
可
能
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
小
論
の
主
目
的
は
、
こ
の
よ
う
な
判
断
に
基
い
て
試
み
た
、
戦
後
景
気
循
環
の
計
量
経
済
学
モ
デ
ル
に
よ
る
分
析
の
う
ち
、

わ
が
国
の
職
後
景
気
循
環
が
、
制
約
さ
れ
た
循
環
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
の
当
否
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
周
如
の
よ
う
に
、
わ
が
国
の
戦
後
景
気
循
環
の
説
明
に
あ
た
っ
て
は
、
少
く
と
も
上
位
転
換
は
、
外
生
的
な
天
井
　
　
多
く
の
説

明
で
は
、
因
際
収
支
ひ
い
て
は
外
貨
保
有
高
　
　
の
存
在
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
る
と
見
る
命
魑
が
、
履
六
用
い
ら
れ
て
き
た
。
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
２
）

ろ
ん
他
方
で
は
こ
れ
に
対
す
る
反
論
も
兄
ら
れ
る
。
こ
の
作
業
仮
説
の
性
急
な
擁
護
者
に
と
っ
て
は
、
Ｊ
・
Ｒ
・
ヒ
ヅ
ク
ス
の
業
綴

を
指
摘
す
る
だ
け
で
充
分
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
当
否
を
論
ず
る
こ
と
を
論
壇
に
お
け
る
一
時
的
な
話
魎
と
し
て
扱
う
こ
と
は
不
当
で

あ
る
。
む
し
ろ
、
戦
後
崇
気
循
環
の
困
火
分
析
を
試
み
る
も
の
に
と
っ
て
、
当
然
解
明
さ
る
べ
き
重
要
な
課
越
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
。

　
使
州
す
る
分
析
州
具
は
、
計
姓
経
済
学
モ
テ
ル
　
　
確
率
モ
デ
ル
　
　
で
あ
る
。
た
だ
し
、
や
が
て
詳
論
す
る
よ
う
に
、
策
気
循

環
の
全
帰
血
を
一
折
し
て
、
そ
の
構
迭
を
推
定
す
る
と
い
う
伝
続
的
な
手
続
と
異
り
、
上
昇
局
而
と
下
降
局
面
と
に
分
割
し
て
、
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
江
４
）

而
別
構
造
の
推
定
を
行
っ
て
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
正
確
に
は
、
局
面
別
モ
デ
ル
を
使
川
す
る
分
析
で
あ
る
。

　
木
稿
の
主
な
内
容
は
、
下
記
の
通
り
で
あ
る
。
第
２
章
で
は
、
局
面
別
モ
デ
ル
作
成
の
動
機
と
、
そ
の
特
徴
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

二
組
の
連
立
系
モ
デ
ル
の
経
済
的
意
味
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ィ
ヅ
ト
に
関
す
る
テ
ス
ト
の
緕
茱
は
、
第
３
市
で
説
明
さ
れ
る
。
作
成

　
　
　
計
量
経
済
学
モ
デ
ル
に
よ
る
戦
後
景
気
循
環
の
構
造
分
析
Ｈ
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
（
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
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十
二
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
四
）

し
た
モ
デ
ル
の
、
動
学
的
性
質
の
検
討
は
、
第
４
章
に
お
い
て
行
わ
れ
る
。
こ
の
構
造
テ
ス
ト
の
結
果
は
本
稿
を
ま
と
め
る
に
当
っ

て
掲
げ
た
主
要
課
題
、
即
ち
、
わ
が
国
の
戦
後
景
気
循
環
が
、
制
約
さ
れ
た
循
環
と
し
て
説
明
さ
れ
る
こ
と
の
当
否
に
関
す
る
、
わ

れ
わ
れ
の
帰
結
を
導
出
す
べ
き
、
直
接
の
手
掛
り
と
な
る
。
課
題
に
対
す
る
帰
結
は
、
第
５
章
に
掲
げ
ら
れ
る
。

　
　
（
註
１
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
近
く
出
版
さ
れ
る
筈
の
〔
文
献
８
〕
の
、
形
能
分
析
の
部
分
を
参
照
。

　
　
（
註
２
）
　
た
と
え
ば
、
内
田
忠
夫
〔
文
献
１
７
〕

　
　
（
註
３
）
　
ヨ
ｏ
７
二
・
勾
・
〔
文
献
６
〕

　
　
（
註
４
）
　
こ
の
モ
デ
ル
は
・
筆
者
が
、
経
済
企
画
庁
経
済
研
究
所
の
田
原
昭
四
氏
、
松
原
和
契
氏
、
田
中
章
介
氏
ら
の
協
力
を
得
て
作
成
し
た
も

　
　
　
の
で
あ
る
。
特
に
記
し
て
、
三
氏
に
謝
意
を
表
し
た
い
。

２
　
局
面
別
モ
デ
ル
の
特
徴

　
分
析
の
目
的
が
婦
気
循
環
の
構
造
分
析
で
あ
れ
、
短
期
的
政
策
ツ
ミ
ユ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
で
あ
れ
、
大
部
分
の
既
存
の
短
期
計
最
経
済
学

テ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
策
気
循
螺
の
全
局
面
を
一
括
し
て
、
構
造
推
定
を
行
う
方
法
が
と
ら
れ
て
来
た
。
こ
れ
が
、
ク
ラ
イ
ソ
皿
ゴ

ー
ル
ド
バ
ー
ガ
の
護
以
糺
吋
）
正
統
的
享
法
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
方
法
を
と
る
場
倉
は
、
景
気
轟
の
よ
う
な
霜
的

振
醐
も
、
掠
気
の
上
昇
、
下
降
の
両
局
而
を
一
括
す
る
一
つ
の
構
造
に
対
し
て
、
な
ん
ら
か
の
衝
撃
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

生
み
だ
さ
れ
る
と
い
う
命
題
が
、
少
く
と
も
暗
黙
の
仮
説
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
仮
説
は
、
景
気
循
環
が
経
済
成
長
の
ト
レ

ソ
ド
に
沿
っ
て
発
生
し
て
い
る
と
い
う
．
淋
実
の
認
識
の
結
茱
と
し
て
、
成
長
を
促
す
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
と
、
循
環
を
生
起
せ
し
め
る
メ
ヵ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
２
）

ニ
ズ
ム
と
が
無
閑
係
に
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
少
く
と
も
成
長
を
、
循
環
形
態
に
闘
す
る
一
つ
の
規
定
要
囚
と
し
て
扱
う
考
え
方

を
前
提
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
策
気
の
上
昇
局
面
も
下
降
局
面
も
、
共
に
二
つ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と



と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
見
方
に
基
い
て
、
景
気
循
環
の
た
め
の
モ
デ
ル
を
作
成
す
る
の
が
、
通
常
の
手
法
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
一
方
、
景
気
の
上
昇
尉
面
と
下
降
局
面
と
で
は
、
夫
六
〇
局
面
の
決
定
に
関
す
る
戦
略
的
変
数
　
　
具
体
的
に
は
、
設

傭
投
資
、
在
庫
投
資
、
因
際
牧
支
な
ど
　
　
の
時
系
列
を
左
右
す
る
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
が
、
か
な
り
顕
著
に
相
異
る
と
い
う
命
題
も
ま
た
、

仮
説
と
し
て
設
定
す
る
に
値
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
試
み
を
経
験
的
研
究
分
野
か
ら
う
な
が
す
例
と
し
て
は
、
わ
が

因
に
お
け
る
金
融
要
因
の
機
能
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
職
後
婦
気
循
環
を
通
じ
て
、
金
融
要
因
は
、
上
昇
局
面

で
は
受
動
的
で
あ
る
の
に
、
下
降
局
面
で
は
一
転
し
て
き
わ
め
て
能
動
的
に
作
用
し
、
前
掲
の
よ
う
な
戦
略
的
変
数
を
決
定
す
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
る
。
他
方
演
緯
的
分
野
か
ら
上
記
の
仮
説
設
疋
を
鼓
舞
す
る
例
と
し
て
は
、
策
気
上
昇
局
面
で
は
超
乗
数
が
作
用
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
３
）

る
の
に
、
下
降
腸
而
で
は
単
純
乗
数
し
か
作
川
し
な
い
と
い
う
、
Ｊ
・
Ｒ
・
ヒ
ッ
ク
ス
の
命
題
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

　
景
気
循
環
の
た
め
の
計
盟
経
済
学
モ
デ
ル
を
作
成
す
る
場
合
、
一
つ
の
構
造
に
よ
っ
て
循
環
の
企
局
面
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
意

図
は
、
絞
緯
的
研
究
の
成
果
か
ら
み
て
正
し
い
し
、
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
伝
統
的
な
閉
題
処
理
の
方
法
で
も
あ
る
。
け
れ
ど
も
、

現
実
の
閉
越
と
し
て
、
少
く
と
も
わ
が
国
の
例
に
徴
す
る
限
り
は
、
全
局
而
モ
デ
ル
の
大
椰
分
は
、
策
気
の
上
昇
ま
た
は
下
降
の
、

い
ず
れ
か
一
方
の
局
而
　
　
多
く
の
場
合
は
上
口
升
局
面
　
　
の
み
し
か
説
明
し
得
な
い
と
い
う
の
が
小
実
で
あ
る
。
局
面
別
モ
テ
ル

で
は
、
こ
の
よ
う
な
閉
魎
意
識
に
某
い
て
、
策
気
術
瑛
過
稚
を
、
上
外
、
下
降
の
両
帰
而
に
分
割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
遣
を
別
個
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
４
）

モ
デ
ル
と
し
て
椎
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
鱗
遣
推
定
の
対
象
期
閉
は
、
閉
和
二
九
年
皿
四
半
期
～
昭
和
三
六
年
ｗ
四
半
期
で
あ
る
。
ま
ず
、
基
準
日
付
け
に
よ
っ
て
、
対
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
沈
５
）

期
…
巾
の
策
気
局
而
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
分
割
し
た
。

計
量
経
済
学
モ
デ
ル
に
１
よ
る
戦
後
景
気
循
環
の
構
造
分
析
Ｈ
（
岡
崎
）

五
　
（
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
（
六
）

　
下
降
局
面

　
　
第
一
同
一
昭
和
二
九
年
－
四
半
期
～
昭
和
二
九
年
皿
四
半
期

　
　
第
二
回
一
昭
和
三
二
年
■
四
半
期
～
昭
和
三
三
年
■
四
半
期

　
上
昇
局
面

　
　
第
一
回
一
昭
和
二
九
年
ｗ
四
半
期
～
昭
和
三
二
年
■
四
半
期

　
　
第
二
回
一
昭
和
三
三
年
■
四
半
期
～
昭
和
三
六
年
ｗ
四
半
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
６
）

た
だ
し
、
第
二
同
目
上
昇
尉
面
の
ピ
ー
ク
は
、
筆
者
の
判
定
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
転
換
点
に
該
当
す
る
四
半
期
の
デ
ー
タ
は
、
両
局
面
に
ま
た
が
っ
て
、
重
複
使
用
し
て
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
基
準
目
付
の
示
す

転
換
点
近
傍
の
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
は
、
両
局
面
の
構
造
に
く
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
解
釈
で
き
る
。

　
今
さ
ら
指
摘
す
る
迄
も
な
く
、
策
気
循
環
の
た
め
の
モ
デ
ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
デ
ー
タ
は
何
れ
も
四
半
期
の
も
の
が
使
用
さ
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
下
降
尉
面
モ
デ
ル
（
以
下
モ
デ
ル
Ｈ
Ｄ
と
呼
ぶ
）
の
た
め
の
サ
ソ
プ
ル
数
は
８
個
、
上
昇
局
面
モ
デ
ル
（
以
下

モ
デ
ル
Ｈ
Ｕ
と
呼
ぶ
）
の
た
め
の
サ
ソ
プ
ル
数
は
、
二
七
個
で
あ
１
る
。

　
デ
ー
タ
の
季
節
性
は
、
推
定
の
際
、
構
遣
方
稚
式
に
ダ
ミ
ー
変
数
を
入
れ
て
直
接
調
整
す
る
方
法
に
よ
ら
ず
、
あ
ら
か
じ
め
、
米

　
　
　
　
　
（
注
７
）

国
セ
ソ
サ
ス
局
法
を
使
州
し
て
、
季
節
調
鍛
を
施
し
て
お
く
方
法
を
と
っ
た
。

　
ま
た
、
構
遣
推
定
に
使
川
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
、
す
べ
て
閉
和
三
〇
年
を
某
準
と
し
て
、
デ
フ
レ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
。
け
だ
し
、
一

定
期
問
内
に
お
け
る
経
済
諮
批
問
の
実
質
的
閑
係
を
把
握
す
ろ
た
め
に
は
、
名
口
価
格
単
位
の
デ
ー
タ
を
デ
フ
レ
ー
ト
し
な
い
と
、

推
定
さ
れ
た
構
造
が
、
価
格
に
よ
っ
て
歪
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
デ
フ
レ
ー
タ
ー
は
、
サ
ソ
プ
ル
．
ソ
ー
ス
と
共
に
、
第
Ｎ
－
一
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
８
）

に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
大
部
分
の
デ
フ
レ
ー
タ
ー
は
、
国
民
所
得
統
計
に
使
州
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
よ
う
な



、
汁
に
１
一
宗
　
綿
灘
一
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ｒ
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，
１
一
斗
ｒ
－
、
圧
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岬
洲
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肝
淳
欝

　
○
ズ
勺

　
Ｏ

　
Ｈ
童

　
Ｈ

　
－

　
×
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Ｈ
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勺

　
弓
妻
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宍
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囲
月
誘
分
酎

壷
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董
嘩
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圧

菌
＞
申
柵
浦
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凍
蚕
踏
議
浦
鴎

昂
蚕
甫
轟
漣
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罫
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～
載
車
サ
ヴ
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斗
輔
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勢
＞
（
～
詩
享
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ｅ
斗
翁
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繭
諦
群
車
怜
塑

隔
艦
蛾
紛
烹
詳
型
（
基
萬
）

腺
鵠
贈
壽
癖
分
茸
溝
烹
詳
（
遠
鶏
）

分
画
篭
、
↓
淳
Ｅ
書
決
紛
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一
一
（
よ
Ｎ
岱
）

未
蛙
逮
鴎
搬

中
爵
誌
蝉
（
繕
宙
探
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欝
　
轡
　
擬

諦
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速
璽
淋
詞
ヨ
苛
蝉
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潜
康
無
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藩
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漁
時
欝
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雷
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メ
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＼
、

灘
妻
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＞
十
禽
＞
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菌
＞
ヨ
事

葛
＞
箒
恭
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＞
尋
事

薗
＞
ま
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糾
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（
遠
薄
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車
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○↓
－
、７

ン
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津
津
糾
Ｅ

童
＞
慧
津
９
譲
卓
い
、
－
苗
．
十
嵩
車
〉
ｅ
講
陳
紛

口
蔑
島
…
（
溝
事
）

＞
　
　
　
ロ

ベ
、
に
＆
誘
塾
＞

春
　
　
　
声
　
　
　
斗

舟
　
栂

　
、
、

　
、
、

　
、
、

　
、
、

　
、
、

　
、
、

　
、
、

　
、
、

　
ミ

　
、
、

　
、
、

　
、
、

　
、
、

　
、
、舟替舟、

、
、
、

、
、

ミ

栂排機

坤
ｄ
三

　
、
、

　
ミ

　
、
、

　
ミ

　
ミ

　
、
、

　
ミ

　
、
、

　
、
、

さ

　
さ

。
。
◎
肯
１
１
Ｈ
Ｏ
ｏ

　
さ

・
。
ｏ
肯
１
１
一
〇
〇

坤
ｄ
コ

　
、
、

　
ミ

　
ミ

　
、
、

　
ミ

　
ミ

Ｖ
、
－
、
－

舟
　
哉

　
、
、

蜜
ポ
珪

　
ミ

令
　
栂

刺
ｄ
〕

　
ミ

　
、
、

十
＞

刺
ｄ
ア
亭

○
か
ト
写

謙
ヰ
董
鴎
津

樽
潜
嘩
誌
蝉

コ
瀧
酋
哉
（
峨
斜
葦
）

辞
轟
薄
含
赫
蝉

罫
氏
柾
葦
苛
蝉

彗
＞
擁
葦
苛
蝉

○
弁
ト
斗

　
　
、
、

コ
斜
埜
計
（
膝
斜
葦
）

コ
陰
州
量
］
）
け
（
肝
Ｈ
鮒
翠
ソ

コ
装
暑
汽
（
鳩
共
睾
）

　
、
、
　
　
　
　
　
、
、

○
却
ト
斗

誘
吟
ま
灘
奪

口
蔑
塗
請
（
肝
融
葦
）

轟
少
ま
嘩
津

○
舟
ト
斗

　
　
、
、

口
溝
宮
尉
（
守
熟
睾
）

、
＼
に
辻
誘
今
茅
灘
筆

三

淳

謙
事
吟
国
平
　
Ｅ
員
尋
嶺
幾
甫

　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、

　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

コ
封
騎
箏
　
去
当
謙
瑛
欝
斗

　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、

　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、

　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、

旨
　
黒
　
瞭
　
富
爵
薄
単
ｂ
難

　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、

時
　
薄
　
＊
　
翁
ご
轡
嵜
薄
単
識
蛛

謙
事
吟
圓
斗
　
鳶
薫
漁
時
状
疎
薄
埣
謝
蛛
と
講

。
。
○
圭
血
誠
墨
暗
十
Ｈ
１
岸

謙
事
今
固
「
１
　
囲
津
，
尋
事
戴
蹄

　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、

　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、

　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

謙
事
今
圓
斗
　
司
昂
斗
嶺
難
玲

　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、

コ
斜
蔑
箏
　
卦
嵩
謙
事
欝
茸

誘
竺
ミ
薄
羊
司
　
時
璽
ｄ
灘
酔

米
五
溝
武
○
ｏ
胃
く
３
，
ｃ
｛
Ｏ
弓
篶
津
巾
易
巨
霧
。
。

（
暗
）
　
求
済
蝉
再
頚
ヨ
き
ｎ
命
＼
ヰ
×
迦
酪
目
一
い
片
◎
嚇
彗
識
牒
瑛

計
量
経
済
学
モ
デ
ル
に
よ
る
戦
後
景
気
循
環
の
構
造
分
析
Ｈ
（
岡
崎
）

七
　
（
七
）



数変のルデモ表２
一”

身

立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
一
号
）

一
蟻
一
一
級
鍬
鱗

嚇
資
，
，
鰍
８
設
率
ク
，
動
ツ
脚
ズ
帥
鰍
消
数
，
雛
｝

剛
引
崎

生
変
数
先
決
内

変
　
数
外
　
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
（
八
）

綜
合
指
標
に
つ
い
て
は
、
単
一
デ
７
レ
ー
タ
ー
（
綜
合
デ
フ
レ
ー
タ
ー
）
を
使

用
す
る
こ
と
な
く
、
実
質
化
さ
れ
た
各
成
分
を
積
み
あ
げ
る
方
式
に
よ
っ
て
い

る
。
各
変
数
の
デ
フ
レ
ー
タ
ー
選
択
に
あ
た
っ
て
は
、
原
則
的
に
は
、
個
別
関

数
ご
と
に
、
被
説
明
変
数
の
デ
フ
レ
ー
タ
ー
を
、
そ
れ
に
対
す
る
説
明
変
数
に

も
使
用
す
る
方
法
を
と
っ
た
。

　
二
組
の
モ
デ
ル
の
作
製
に
あ
た
っ
て
は
、
先
験
的
も
し
く
は
経
験
的
に
、
な

ん
ら
か
の
関
係
あ
り
と
考
え
ら
れ
る
。
可
能
な
限
り
あ
ら
ゆ
る
変
数
組
み
合
わ

せ
を
想
定
す
る
こ
と
か
ら
出
発
し
た
。
こ
の
限
り
で
、
推
定
は
、
少
く
と
も
経

験
的
に
は
綱
羅
的
に
行
わ
れ
た
と
云
っ
て
よ
か
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
線
型
重

合
の
回
避
を
も
兼
ね
て
、
可
能
性
の
あ
る
変
数
　
　
少
い
も
の
で
一
〇
個
、
多

く
は
一
〇
〇
個
－
－
相
互
の
単
相
関
係
数
を
求
め
、
こ
れ
に
基
い
て
、
良
好
な

推
定
緒
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
の
見
込
ま
れ
る
多
数
の
関
数
１
…
少
い
も
の
で
数

個
、
多
く
は
一
〇
〇
個
前
後
　
　
を
推
定
し
、
こ
の
中
か
ら
、
経
済
学
的
観
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
９
）

か
ら
も
、
統
計
的
観
点
か
ら
も
、
最
良
と
判
断
さ
れ
る
関
数
を
選
択
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
手
順
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
結
果
が
、
モ
デ
ル
Ｈ
Ｄ
（
第
Ｎ
ｌ
・
。

表
）
お
よ
び
モ
デ
ル
ー
１
Ｕ
（
第
Ｎ
１
－
仁
表
）
で
あ
る
。
ン
、
れ
ぞ
れ
の
変
数
を
整

理
し
て
表
示
し
た
も
Ｏ
が
、
第
Ｎ
－
Ｈ
表
で
あ
る
。
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１
７
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１
４
３

生
十
■

計
姓
維
済
学
モ
デ
ル
に
よ
る
戦
後
景
気
循
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構
造
分
析
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岡
崎
し

得所人法
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箪
十
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巻
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籍
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一
〇

（
一
〇
）

式程方造構のＵ昌ルデモ衣

４
一

二
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●

２
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０９１２７
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８
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＋
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数変数
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守
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０
８
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所
０
７
５
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人
０
２
価

胴
ｃ
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６●１

５９１
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●
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一
２
５

１
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０
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０
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１
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貯
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１
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人
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１
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．

価
十
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１
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備
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１
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設
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１
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規
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．

新
十
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１
淋一

５
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）

資
３
７
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投
１
６
１
３

二
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〇
　
一

僻
十
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ｏ

設

数
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桝
ゾ
ロ
抑
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２
一
焚

箪
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一
１
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一
芝
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３
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雀
９
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０
９
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１
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９
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５
６
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７
８
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８
．
８
．
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７

　
　
　
　
　
１
９
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０

舳
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一
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１
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外
６
０
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阯
２
０

暫
ゆ

泰
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１
＊一

８
＊
）

率
８
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１
５

○
ム
３

動
４
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＋
（

稼

一
数
一
人
殺
．
人
宅
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一
旬
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一
　
一
仙
、
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一
関
一
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一
榊
資

個
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一
設
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０
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．
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鶴

（
註
１
）
　
５
多
－
二
。
．
声
～
；
（
一
（
一
ｃ
こ
げ
賢
ｏ
ｑ
實
一
＞
・
○
ｃ
・
〔
文
献
９
〕

（
註
２
）
　
匡
｛
ｏ
茅
一
－
・
Ｈ
刈
．
〔
文
献
６
〕

（
註
３
）
　
雪
ｏ
訂
二
．
声
〔
文
献
６
〕

（
註
４
）
　
伝
統
的
な
手
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
よ
り
立
ち
入
っ
た
検
討
は
、
岡
崎
不
二
男
〔
文
ｕ
献
〕
参
照
。

へ
註
５
）
　
経
済
企
画
庁
□
文
漱
７
〕

（
註
６
）
　
近
々
中
に
経
済
企
画
庁
の
手
に
よ
っ
て
確
定
月
が
発
表
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
お
そ
ら
く
私
見
と
一
致
す
る
で
あ
ろ
う
。

（
註
７
）
　
○
ｏ
プ
庁
巨
箏
二
・
〔
文
献
１
４
〕
、
○
○
｝
ま
巨
目
こ
．
彗
ら
■
７
¢
８
勺
『
窃
。
・
一
声
〔
文
献
１
５
〕

（
註
８
）
　
経
済
企
函
庁
経
済
研
究
所
国
民
所
得
部
作
成
。

（
註
９
）
　
こ
の
場
合
、
日
本
経
済
の
デ
ー
タ
に
含
ま
れ
る
強
い
ト
レ
ソ
ド
は
、
わ
れ
わ
れ
に
、
　
「
見
せ
か
け
の
相
関
」
と
い
う
技
術
的
な
難
問
を

　
提
供
し
た
。
こ
れ
の
チ
ェ
ッ
ク
に
関
し
て
は
、
岡
崎
〔
文
献
ｎ
〕
参
照
。

３
　
モ
デ
ル
の
意
味
と
フ
ィ
ッ
ト
に
関
す
る
テ
ス
ト

　
１
　
・
　
昏
種
テ
ス
ト

　
３

　
モ
デ
ル
の
フ
イ
ッ
ト
が
良
好
で
あ
る
た
め
に
は
、
バ
ラ
メ
タ
ー
お
よ
び
准
定
値
の
標
準
誤
差
の
小
で
あ
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
又
、

推
定
値
の
有
意
性
が
満
足
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
節
塘
Ｎ
Ｉ
い
太
お
よ
び
箪
Ｎ
ｌ
仁
表
に
示
し
た
通
り
、
若
干
の
パ
ラ
メ
ー

タ
に
関
し
て
は
、
五
％
水
準
で
も
有
意
で
な
い
も
の
が
認
め
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
推
定
手
続
き
が
網
羅
的
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入

れ
る
な
ら
ぱ
、
こ
の
点
の
改
良
は
、
サ
ソ
プ
ル
数
の
増
加
に
ま
つ
以
外
に
な
い
も
○
と
思
わ
れ
る
。

　
フ
ィ
ッ
ト
の
良
否
を
よ
り
火
体
的
に
判
定
す
る
と
と
も
に
、
予
測
力
を
も
判
定
す
る
に
は
、
有
意
性
テ
ス
ト
と
は
別
に
、
よ
り
直

　
　
　
計
量
経
済
学
モ
デ
ル
に
よ
る
戦
後
景
気
循
環
の
構
造
分
析
Ｈ
（
岡
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
（
一
一
）
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二
一
　
（
二
一
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（
註
１
）

接
的
な
方
法
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
な
各
種
の
事
後
的
外
挿
テ
ス
ト
に
外
な
ら
な
い
。

ｏ
ｏ
部
分
テ
ス
ト
、
、
喀
ユ
邑
汁
易
汁
、
、

　
構
造
方
程
式
の
各
六
に
つ
い
て
、
す
べ
て
の
説
明
変
数
の
毎
期
の
実
現
値
に
よ
っ
て
毎
期
の
理
論
値
を
求
め
、
こ
れ
を
実
現
値
と

比
較
す
る
方
法
。

四
全
体
テ
ス
ト
。
、
汁
◎
汁
巴
汁
ｇ
汁
、
一

　
連
立
系
モ
デ
ル
の
誘
導
型
に
つ
い
て
、
毎
期
、
す
べ
て
の
先
決
変
数
の
実
現
値
を
与
え
、
こ
れ
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
た
す
べ
て
の

内
生
変
数
の
理
論
値
と
、
実
現
値
と
を
比
較
す
る
。
部
分
テ
ス
ト
は
、
個
別
関
数
の
単
純
な
事
後
的
外
挿
に
と
ど
ま
る
た
め
、
連
立

系
と
し
て
の
テ
ス
ト
と
は
な
っ
て
い
な
い
の
に
反
し
、
全
体
テ
ス
ト
は
、
誘
導
型
方
程
式
に
つ
い
て
、
毎
期
事
後
的
外
挿
を
行
う
の

で
、
連
立
系
と
し
て
の
モ
デ
ル
の
フ
ィ
ッ
ト
の
良
否
を
判
定
す
る
の
に
好
都
合
で
あ
る
。

ゆ
最
終
テ
ス
ド
。
、
饒
量
一
汁
易
汁
、
。

　
誘
導
型
を
使
州
す
る
事
後
的
外
抑
テ
ス
ト
た
る
点
で
は
、
全
体
テ
ス
ト
と
同
じ
で
あ
る
。
但
し
、
選
ぱ
れ
た
初
期
時
点
に
お
い
て
、

す
べ
て
の
先
決
変
数
の
値
を
与
え
、
第
二
期
以
降
は
、
先
決
変
数
中
の
外
生
変
数
値
の
み
を
侮
期
与
え
、
先
決
内
生
変
数
の
値
は
、

前
期
理
論
値
を
使
用
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
△
土
体
テ
ス
ト
と
異
り
、
計
算
を
進
め
る
に
従
っ
て
、
誘
導
型
に
含
ま
れ
る
誤
差
が
累
秋

す
る
結
果
と
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
予
測
力
の
判
定
に
と
っ
て
最
も
有
効
な
テ
ス
ト
と
見
な
さ
れ
る
。

　
さ
て
、
以
上
の
各
種
テ
ス
ト
を
試
み
る
前
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
推
定
さ
れ
た
構
造
方
秋
式
の
、
経
済
的
意
味
を
検
討
し
て
お
か
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
、
二
組
○
壬
デ
ル
の
各
六
に
つ
い
て
、
選
択
さ
れ
た
構
迭
方
程
式
Ｏ
意
味
Ｏ
検
討
を
、
関
数
迷
択



出支費消人個表－
一

３

ケ
コ

責

０９９

０
．

十
＾
与

９９

０
．

十

２５９

０
．

十

８９２０＋

３４９

０
．

十

９５２０＋

）期てクけ
得
Ｐ
口
出
数

出支
所
　
　
　
支
指

費
　
　
Ｎ
・

消
人
　
　
　
政
産

人個
個
Ｇ
人
財
生

　
る
変
数
、
約
三
五
個
に
つ
い
て
の
変
数
選
択

相
関
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た

　
こ
の
他
、
個
人
所
得
（
ラ
グ
一
期
）
、
同
（
ラ
グ
ニ
期
）
、
可
処
分
所
得
、
同
（
ラ
グ
一
期
）
、
同

　
（
ラ
グ
ニ
期
）
な
ど
を
含
め
て
、
五
個
前
後
の
変
数
を
除
く
す
べ
て
の
変
数
に
つ
い
て
、
９

　
九
以
上
の
高
い
相
関
を
得
た
。

□
関
数
選
択
ｕ
　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
変
数
相
互
間
の
単
相
関
係
数
が
、
き
わ
め
て
大
で
あ
る
た
め
、

　
強
い
線
型
重
合
が
認
め
ら
れ
、
約
四
〇
個
の
方
程
式
を
推
定
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
有
意
な
方
程

　
式
は
催
か
二
個
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
こ
の
結
果
推
定
の
う
ち
よ
り
、
代
表
的
と
思
わ
れ
る
も
の
を
例
．
小
し
た
の
が
、
第
ｃ
．
ｌ
Ｎ
表
で

　
　
　
計
量
経
済
学
モ
デ
ル
に
よ
る
戦
後
景
気
循
環
の
構
造
分
析
Ｈ
（
岡
崎
）

に
関
す
る
若
干
Ｏ
経
過
と
共
に
説
明
を
試
み
、
あ
わ
せ
て
、
最
も
単
純

な
、
部
分
テ
ス
ト
結
果
を
掲
げ
よ
う
。

　
　
（
註
１
）
　
Ｏ
○
巳
訂
品
胃
一
＞
・
ｏ
○
・
〔
文
献
５
〕

　
“
　
モ
デ
ル
Ｈ
Ｄ
個
別
構
造
方
程
式
の
意
味
と
、
部
分
テ
ス
ト
結

　
３果□

個
人
消
費
支
出
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

（
Ｕ
ｌ
ｏ
上
）
Ｐ
１
１
◎
ト
・
・
婁
；
二
十
◎
・
着
薫
一
ま
き
・
豪

〔
変
数
選
択
〕
　
個
人
消
費
支
出
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
デ
ル
Ｈ
Ｄ
で
は
、
と
く
に
、
み
せ
か
け
の

　
に
よ
っ
て
、
第
。
。
１
Ｈ
表
の
よ
う
な
結
果
を
え
た
。

数関出支費消人個表２
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９
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係
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２
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２
８
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関
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ｂ
６
７
６
１
６

８
，

７
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７
，

７
，

９
，

２
，

相

１

１

１

２

１

１

ｕ
タ

系

、

＊

＊

＊
得
Ｐ
出
＊
口
数
＊
口

性
凧
・
賊

指産

意

個
Ｇ
財
人
生
人

有

１
■
１
■
１
↓
１
■
１
１
一

一
＊
一

一

一
￥
一

Ｐ

の

＊
山
＊
出
＊
出
＊
出
＊
出

数

敵
鰍
敵
賊
敵
・

変

肖
Ｈ
皿
円

亨
、
了 肖

、
、
’
‘

肯
、
１
、
マ

肖
、
ト
、
マ

人
人
人
人
人

個
個
個
個
個
Ｇ

１
　
　
－

Ｏ

１
２
３
４
５
６

Ｎ

・
Ｃ

ｂ９

一
Ｄ

、
二
二
　
（
一
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
　
（
一
四
）

あ
る
。
こ
れ
は
、
消
費
関
数
に
限
ら
ず
、
以
下
に
説
明
す
る
す
べ
て
の
関
数
に
つ
い
て
い
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
推
定
し
た
関
数
の

す
べ
て
を
こ
こ
に
掲
載
す
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
意
味
が
な
い
の
で
、
原
則
と
し
て
、
統
計
的
に
有
意
な
関
数
の
み
を
掲
載
す
る
こ
と

と
す
る
。
そ
の
よ
う
な
関
数
が
あ
ま
り
に
も
多
い
場
合
に
は
、
経
済
的
説
明
力
の
す
ぐ
れ
た
も
の
一
〇
個
前
後
を
あ
げ
る
に
と
ど
め

る
。
た
だ
し
、
統
計
的
に
有
意
な
関
数
が
僅
少
な
場
合
に
は
、
有
意
で
な
い
も
の
の
う
ち
か
ら
も
、
標
準
的
と
思
わ
れ
る
数
例
を
選

ん
で
掲
げ
る
こ
と
と
し
よ
う
。

　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
◎
◎
１
Ｎ
表
の
見
方
は
、
モ
デ
ル
Ｈ
Ｄ
に
関
す
る
第
Ｎ
ｌ

　
円

　
億

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヅ

　
け
６
０
　
　
　
５
９
　
　
　
５
８
　
　
　
５
７
　
　
　
５
６

出支費肖？人圃イ図１
・

３第

直刊表実

値定推

１〃
！

１

１

１

！

１
！

！
１

！
１

〃
■

１
１

〃
！

１
１

・’‘
！

〃

〃
〃

１

１
３
３・

一

　
３
２

・
一［

　
９

■
２

Ｌ

４
８

４
７

４
６

４
５

仁
表
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
Ｄ
は
、
タ
ー
ウ
ィ
ソ
．
ワ
、

ト
ソ
係
数
で
あ
る
。

　
個
人
消
費
支
出
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
国
民
総
生
産
の

う
ち
約
％
（
昭
和
三
六
年
度
）
の
ウ
ェ
ィ
ト
を
占
め
る
重
要

な
項
目
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
消
費
関
数
に
つ
い
て
は
、

さ
き
に
モ
デ
ル
Ｕ
に
つ
い
て
の
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
、

理
論
的
に
も
、
実
証
的
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
の
関
数

が
考
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
が
推
定
し
な
関
数

は
、
　
モ
デ
ィ
リ
ァ
ー
二
Ｈ
タ
ィ
プ
に
属
す
る
関
数
で
あ
る

が
、
モ
デ
ル
Ｕ
と
全
く
同
じ
型
で
あ
る
か
ら
、
関
数
ｏ
意
味

す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
干
デ
ル
Ｕ
で
則
ら
か
に
し
て
お
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十
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９

０
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十
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０
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十
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０
．

十
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０
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十

。
口
蜘
数
得

　
　
－

　
　
一
指
所

　
　
ク

Ｎ　
　
ラ

　
　
（
産
人

　
　
口

Ｇ
人
人
生
個

っ
た
、
し
か
も

い
た
。

　
部
分
テ
ス
ト
の
結
果
は
、
第
ｏ
．
ｌ
Ｈ
図
の
と
お
り
で
あ
る
。

〔
個
人
佳
宅
投
資
関
数
〕

（
Ｕ
Ｉ
Ｈ
、
、
ｌ
Ｈ
）
、
Ｈ
吠
１
１
◎
．
◎
Ｈ
ｏ
Ｈ
ｏ
ｏ
Ｎ
○
オ
勺
一
十
Ｈ
Ｈ
・
Ｈ
蜆
切
オ
ニ
ー
ｌ
ｏ
ｏ
ｏ
ト
ｃ
ｏ
閉

〔
変
数
選
択
〕

　
が

　
推
計
は
、
一
般
に
、
困
難
な
こ
と
で
あ
っ
て
、
個
人
佳
宅
投
資
と
何

　
ら
か
の
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
変
数
二
〇
数
個
の
変
数
選
択
の

　
結
果
は
、
第
。
。
Ｉ
ｃ
。
表
の
通
り
で
あ
る
。

〔
関
数
選
択
〕

　
　
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
変
数
相
互
問
の
単
相
関
係
数
が
大
き
く
、
強

　
い
線
型
重
合
が
働
い
て
い
る
の
で
、
二
〇
個
以
上
推
計
し
た
方
程
式

　
の
う
ち
、
ｔ
検
定
が
五
％
水
準
で
も
有
意
な
も
の
は
一
個
も
得
ら
れ

　
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
変
数
の
標
準
誤
差
が
も
っ
と
も
小
さ
く
（
係

　
　
　
計
量
経
済
学
モ
デ
ル
に
よ
る
戦
後
景
気
循
環
の
構
造
分
析
Ｈ
（
岡
崎
）

　
　
個
人
佳
宅
投
資
は
、
第
ｃ
．
１
Ｎ
図
の
実
現

　
　
値
の
グ
ラ
フ
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
二

　
　
つ
の
景
気
後
退
の
期
問
に
、
ま
っ
た
く
ち

複
雑
な
動
き
を
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
関
数
の

）円億千（

阯

”

”

“

資投宅住人個図２
一

３第

値繍実

値定推
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皿
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一一
一

　
３
２

土

〕

ほ

一
五
　
（
一
五
）

〕 皿１

　
２
９１

し



数関資投宅住人個表４
一

３箪

立
命
館
経
済
学

）Ｒ（数係関相）Ｄ（関相列系陛意有の数変ＯＮ斗
ｅ

７７９
●

Ｏ

４７９

０
一

５７９
●

Ｏ

６７９０

７１７
■

２

０２７
■

２

３７７
■

２

２０６
■

２

１
■

口人

口人

数指産生

１
一尋手所人個

ＰＮＧ

ＰＮＧ

口人

ＰＮＧ

１
－

伽１
■

Ｄ
り
ん
　
ｏ
ｏ

４

（
第
十
二
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
（
一
六
）

　
　
数
の
約
％
以
下
の
値
）
、
　
相
関
係
数
が
高
く
、
　
経
済
的
意
味
も
明
ら
か
な
も
の
を
選
ん
だ
結
果
が
、

　
　
（
Ｏ
ｌ
Ｈ
§
１
Ｈ
）
　
の
方
程
式
で
あ
る
。

　
　
　
人
口
が
増
え
れ
ば
、
当
然
、
佳
宅
を
必
要
と
す
る
と
い
う
考
え
は
、
素
朴
で
は
あ
る
が
、
き
わ
め
て

　
　
自
然
な
説
明
で
あ
る
。
そ
し
て
、
個
人
佳
宅
投
資
の
場
合
は
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
増
大
、
す
な
わ
ち
、
国
民
経

　
　
済
の
規
模
の
拡
大
に
対
応
し
て
増
加
す
る
と
考
え
た
の
が
こ
の
関
係
で
あ
る
。

　
　
　
モ
デ
ル
Ｈ
Ｕ
で
も
試
み
た
よ
う
な
、
　
こ
の
関
係
を
指
数
化
し
た
方
程
式
は
、
　
つ
ぎ
の
と
お
り
で

　
　
あ
る
。

　
　
（
Ｏ
１
Ｈ
ミ
、
Ｉ
Ｈ
）
Ｈ
亀
、
１
１
◎
．
８
ｏ
ｏ
雪
○
オ
ざ
十
べ
．
８
睾
多
－
一
１
ぎ
９
零

　
す
な
わ
ち
、
佳
宅
投
資
は
、
人
口
の
変
化
に
よ
り
強
く
影
響
を
う
け
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
部
分
テ
ス
ト
の
結
果
は
、
第
ｃ
．
１
Ｎ
図
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
み
て
も
、
推
定
結
果

　
は
、
必
ず
し
も
満
足
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
関
数
の
改
訂
は
、
後
述
す
る
個
人
所
得
、
輸

　
出
関
数
と
同
様
に
、
三
六
年
４
四
半
期
よ
り
は
じ
ま
っ
た
景
気
後
退
が
観
測
期
問
に
加
わ
っ
て
、
サ
ソ

　
プ
ル
数
が
増
加
す
る
の
を
待
つ
よ
り
他
な
い
で
あ
ろ
う
。

〔
民
問
設
備
投
資
関
数
〕

（
Ｏ
上
上
）
　
一
１
１
◎
さ
轟
ｏ
Ｈ
二
よ
事
８
コ
一
ま
・
胃
閉
・
８
◎

〔
変
数
選
択
〕

　
　
設
備
投
資
関
数
は
、
設
備
投
資
が
、
成
長
の
”
担
い
手
〃
で
あ
り
、
策
気
循
環
に
お
い
て
も
、
戦
略



資投傭設表５
一

３第

３７９

０
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十
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．
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）期ーグラ（資
利

投備設
金

８
９
１

０
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一）期リ
クラ（

１１

８８９

０
．

十
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０
．

十

出
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輸
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一
９

０＋）期「クラ（
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０
．

十

６０９

０
．

十

５０８

０
．

一

１９９

０
．

十

　
）

　
期

　
－

合
ク
系
ラ

供
（

金
得
率
数

０９９

０
．

十）期、クラ（

・
〃
鴛
貨
戯
〃

Ｇ
　
　
産
法
預
生

　
変
的
数
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
重
視

　
さ
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
も
、
こ
の
関

　
数
の
推
定
に
当
っ
て
は
、
広
く
六
〇
個

　
以
上
の
変
数
と
の
単
相
関
係
数
を
求
め

　
た
。
そ
の
結
果
は
、
第
ｃ
◎
１
蜆
表
の
と

　
お
り
で
あ
る
。

□
関
数
選
択
〕
　
し
か
し
、
こ
の
設
傭
投
資

　
関
数
の
場
合
も
、
説
明
変
数
相
互
問
の

　
相
関
が
高
い
た
め
、
五
〇
個
に
及
ぶ
方

　
程
式
を
推
定
し
た
が
、
そ
の
う
ち
、
統

計
的
に
有
意
な
も
の
は
僅
か
な
数
に
限
ら
れ
た
。

　
わ
れ
わ
れ
が
選
択
し
た
関
数
は
、
横
断
的
な
意
味
で
の
「
投
資
が
投
資
を
呼
ぶ
効

果
」
１
；
下
降
局
面
の
場
合
に
は
、
投
資
の
減
退
が
さ
ら
に
投
資
の
減
退
を
惹
き
起

す
と
い
う
ス
バ
ィ
ラ
ル
な
関
係
　
　
を
示
し
て
い
る
点
で
興
味
深
い
。

　
さ
ら
に
、
わ
が
国
の
職
後
の
景
気
後
退
は
、
金
融
引
締
め
を
そ
の
契
機
と
し
て
い

る
点
に
特
徴
の
一
つ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
金
利
の
引
上
げ
は
、
企

業
の
金
融
殺
川
の
増
加
を
も
た
ら
し
、
法
人
収
益
に
影
響
を
与
え
を
こ
と
に
よ
っ
て
、

　
　
計
量
経
済
学
モ
デ
ル
に
よ
る
戦
後
景
気
循
環
の
構
造
分
析
Ｈ
（
岡
崎
）
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ダ

系

性
一

Ｊ
鴬
打
利
ね

意

金
Ｇ
資
預
金
Ｇ
金
金
生

１

有

、

の

弍
膿
弍
一
、
給
一
ゴ
出

円

数

資
　
得
数
供
Ｐ
資

、

変

鮎
以
金
・
榊

「

設
輸
輸
法
生
資
Ｇ
設
輸

Ｏ

１
２
３
４
５
６
７
８
９

Ｎ

一
１

■
ｑｅ

一
Ｄ

一
七
（
一
七
）



、
ノ

円

億
１
６干（

立
命
館
謙
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
一
号
）

１
５

１
４

１
３

資投備設問民図３
・

３第

値
値

繍
定

実
推

　
・

、
、

へ〃’
ク

　
’

　
ｏ

　
’

、

、

１！＼
１

１
、

１

３
３

・
一

、
一

皿

　
３
２

１ｎ皿１

２
９

」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
　
（
一
八
）

企
業
の
　
　
民
問
設
備
投
資
の
約
九
〇
％
が
法
人
企
業
の
設
備
投
資
で
あ

る
・
　
（
昭
和
三
五
～
六
年
）
１
－
設
備
投
資
を
変
動
さ
せ
る
と
い
う
意
味

か
ら
、
有
力
な
変
数
で
あ
１
ろ
う
。

　
こ
の
関
数
の
指
数
化
さ
れ
た
方
程
式
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
（
－
）
ｌ
Ｈ
－
Ｈ
）
　
　
一
Ｈ
９
胃
轟
〇
一
－
一
－
卜
胃
お
∴
十
ト
Ｏ
Ｏ
べ
・
Ｃ
◎
Ｃ
Ｏ

す
な
わ
ち
、
金
利
の
変
化
の
方
が
、
設
備
投
資
に
、
直
接
的
に
は
、
よ
り

大
き
な
変
化
を
与
え
る
の
で
あ
っ
て
、
下
降
局
面
で
の
金
融
の
役
割
が
大

き
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
そ
の
部
分
テ
ス
ト
の
結
果
は
、
第
ｏ
．
ｌ
ｃ
。
図
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
９
　
　
．
　
　
　
　
　
　
８
　
　
　
　
　
　
　
７

　
　
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
在
庫
投
資
は
、
戦
後
の
目
本
に
お
け
る
策
気
循
環
の
主
役
を
演

ず
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
民
問
在
庫
投
資
と
経
常
海
外
余
剰
と
が
、
負
の
一
。
同
い
相
関
を
有

　
す
る
こ
と
も
経
験
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
方
程
式
は
明
ら
か
に
こ
の
事
実
の
反
映
で
あ
る
。

〔
変
数
選
択
〕
　
こ
の
関
数
は
、
み
ら
れ
る
通
り
、
預
貸
率
関
数
と
同
様
「
ト
、
催
か
一
個
の
変
数
に
よ
っ
て
説

　
明
さ
れ
て
い
る
・
こ
Ｏ
結
果
に
到
達
す
る
ま
で
に
は
、
最
初
、
在
庫
投
資
と
何
ら
か
の
関
係
あ
り
と
思
わ

　
れ
る
一
〇
〇
個
近
く
の
変
数
と
の
単
相
関
係
数
を
計
算
し
た
。
し
か
し
、
ン
、
の
結
果
は
、
も
っ
と
も
相
関

〔
民
問
在
庫
投
資
関
数
〕

　
　
（
ｏ
Ｉ
－
ｌ
Ｈ
）

］
ぺ
Ｈ
ｌ
Ｎ
．
ｏ
◎
べ
ｏ
◎
¢
く
い
十
〇
〇
〇
切
・
ｏ
り
べ

資投庫在表７
‘

３

与
－

貴
１
　
　
１
　
０
　
　
７

２
　
　
１
　
　
１
　
　
ｏ
）

Ｏ
）
　
ｏ
Ｏ
　
ｏ
Ｏ
　
（
０

０
一
〇
一
〇
一
〇
一

一
　
一
　
一
　
十

　
）
　
　
）

　
期
期

　
１
り

剰
ク
ク

余
け
け

外
出

海
貸
－

一
琳
銀
、

一
経
目

率動稼



係関資投
一
ｈ

で閉民

表
一

８
一

３
一第

）甘忍剛
相）Ｄ（関椙ｕダ系阯意布の数焚

７０

９
一

〇

２９８０

１９８

０
．

３９８

０
．

８５７
●

２

４８

８
一

２

１７４
●

２

３８

９
一

２

率動稼

１
一Ｈ

，
－

定工摂金□

２
・七

‘
Ｌ

で工逗鈷日

ＯＮＴ
ｃ

＊＊
剰

余外海常緑

』菊余外
一
壮浄

４
１
』

■
■
ｎ

羊
．

糸 ＊
　
　
＊乗余外海常経

菊余
外
■海

叫
沽

亨荒糸

１
一

Ｊ
一

Ｄ
○
乙
　
　
ｏ
ｏ

４

　
係
数
の
高
い
経
常
海
外
余
剰
で
ー
◎
．
竃
Ｈ
な
ど
と
、
他
の
関
数
の
場
合
よ
り
も
、
か
な
り
低
く
、

　
こ
れ
ら
の
変
数
問
の
相
関
は
高
か
っ
た
。

〔
関
数
選
択
Ｕ
　
し
た
が
っ
て
、
比
較
的
相
関
が
高
い
と
思
わ
れ
る
こ
れ
ら
の
変
数
（
約
一
〇
個
）

　
せ
て
、
三
〇
個
以
上
の
方
程
式
に
つ
い
て
、
推
定
し
た
が
、
い
ず
れ
も
有
意
で
は
な
か
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
変
数
の
う
ち
、
も
っ
と
も
高
い
相
関
を
示
し
、
且
つ
、
経
済
的
な
意
味
も
明
瞭
な
、

　
外
余
剰
一
個
を
用
い
て
推
定
し
た
の
が
こ
の
関
数
で
あ
る
。

　
経
常
海
外
余
剰
と
在
庫
投
資
と
の
関
係
は

き
わ
め
て
明
瞭
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
戦
後

の
目
本
の
策
気
後
退
は
、
国
際
収
支
の
悪
化

か
ら
金
融
引
締
め
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
経
て

生
じ
た
こ
と
が
、
こ
の
関
数
に
つ
い
て
認
め

ら
れ
る
。
し
か
も
こ
の
場
合
に
、
経
常
海
外

余
剰
の
バ
ラ
メ
ー
タ
ー
が
貨
と
な
っ
て
い
る

こ
と
は
、
経
常
海
外
余
剰
と
花
庫
投
資
と
の

間
に
、
典
型
的
な
逆
サ
イ
ク
ル
が
認
め
ら

れ
る
と
い
う
経
鰍
的
箏
実
と
対
応
し
て
い

る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
崎
）

１
０

８
　
　
　
　
６

４
　
　
　
　
２

Ｏ

そ
の
上
、

を
組
合

そ
こ
で
、

経
常
海

↓

資投庫在間民図４
・

３第

値
値

績
定

実
推

、

、 、
、

＼ 、
、

、
、
、

、
、

、
、

、
、

、
、
、

、

、

、
、

〃
〃

〃

、

１
３
３

１
一一

一

　
３
２

１
一

Ｌ１１

２
９

」

計
量
経
済
学
モ
デ
ル
に
よ
る
戦
後
景
気
循
環
の
構
造
分
析
Ｈ

９
　
　
　
　
７

・
ｂ
　
　
　
　
　
３

１
　
　
（
Ｕ

一
九
　
（
一
九
）

↓



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
（
二
〇
）

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
一
号
）

　
　
部
分
テ
ス
ト
の
グ
ラ
フ
は
・
警
上
図
に
室
通
り
で
雲
が
、
こ
れ
は
、
通
常
、
推
定
が
疑
と
い
わ
れ
る
在
庫
投
資
関

　
数
と
し
て
は
、
甚
だ
良
好
な
フ
イ
ツ
ト
を
示
し
て
い
る
。

〔
輸
出
関
数
〕

　
　
（
Ｕ
１
×
－
Ｈ
）
　
　
■
汁
１
１
◎
．
嵩
お
○
。
○
オ
勺
二
十
〇
。
ｏ
．
ｏ
．
Ｎ
・
ｏ
○
「
亀
◎
山
農

　
　
輸
出
は
・
他
の
変
数
と
異
奪
て
、
国
内
蓄
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
だ
け
で
塞
く
、
　
国
内
竃
芝
の
重
案
規
定

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要
因
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
　
　
そ
れ
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
海
外
要
因
に
規

　
円億

１
４
　
　
　
　
３
　
　
　
　
２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｊ

げ

トステ分帖

★
い

の数関ｈ王輸刻い・
３第

“
〃

！
〃

！

！
１

１
１

　
》

　
、

、
＼

１

・３３

・
一

１［１Ｉ

０
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｏ

３
２

’一

２
９

１
０

定
き
れ
る
面
が
強
い
の
で
、
一
般
に
、
他
の
変
数
と
は
異
な
る
動
き
を
示
す
。
と
く

に
、
海
外
要
因
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
　
こ
こ
に
掲
げ
た
、
グ
ラ
フ

（
第
ｏ
．
１
岬
図
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
下
降
局
面
に
お
い
て
、
輸
出
は
複
雑
な
動

　
き
を
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
輸
出
関
数
の
推
定

　
は
、
困
難
を
伴
っ
た
。

〔
変
数
選
択
〕
　
輸
出
関
数
も
、
策
気
循
環
に
と
っ
て
決
定
的

　
な
役
割
を
呆
す
岡
際
収
支
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
煎
要
閑

　
数
で
あ
る
の
で
、
広
い
範
囲
か
ら
、
一
〇
〇
個
を
こ
え
る

　
単
相
関
係
数
を
計
算
し
た
。
し
か
し
、
　
「
み
せ
か
け
の
柵

　
関
」
の
強
い
も
の
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
梢
閑
係

　
数
が
○
・
九
よ
り
も
高
か
っ
た
も
の
は
、
前
期
Ｇ
Ｎ
Ｐ
な

　
一
５
２
５
５
８

出
扇
９
８
蝸
朋
９
０

　
一
〇
〇
．
Ｏ
Ｏ
Ｏ
．

輪灸９
一

３

育
Ｊ

貧

十
十

）切ーグ
一
フ

（Ｐ
数

　
　
七
Ｈ

Ｎ
刺

一
Ｇ
生

十
　
十

）ｊロコー

“

ク
一
フ

（
１１

）（貰
利

投似設
金



■

数関出輸表
１
０

‘
３第

）Ｒ（数相）Ｄ（関相ｕダ系

竺
陛意有の数焚ＯＮＴ

ｅ

９３９

０
．

８６９

０
．

５８９

５
．
、

９６１●３

８１５
●３

７０２
●３

数指産生

リ禾企

１
－数指産仁

ノ
　
一

１
■
　
　
１
■
　
　
１
■

卜
仁

Ｎ
投
Ｎ
一

　
術

Ｇ
設
Ｇ

１
■
　
ｏ
６
　
　
ｏ
Ｏ

ＸＤ

　
ど
一
〇
個
余
り
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
と
り
わ
け
、
世
界
、
お
よ
び
、
ア
メ
リ
ヵ
の
生
産
指
数
、
ア
メ
リ
ヵ
の
総
輸
入
、
世
界
の
輸
出
数
娃
指
数

　
な
ど
の
海
外
要
因
が
、
　
　
単
相
関
係
数
は
高
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
　
「
み
せ
か
け
の
相
関
」
が
認
め
ら
れ

　
た
の
で
　
　
す
べ
て
使
用
不
能
と
な
っ
た
こ
と
は
、
可
成
り
大
き
な
障
碍
と
な
っ
た
。

〔
関
数
選
択
〕
　
さ
ら
に
、
因
内
要
内
を
な
す
変
数
に
つ
い
て
も
、
そ
の
相
互
の
問
の
相
関
が
高
く
、
五
〇
個

　
近
く
の
方
程
式
を
推
定
し
た
の
に
、
充
分
に
有
音
似
な
関
数
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
中
で
も
、

　
揃
っ
て
、
変
数
の
標
準
誤
差
が
小
さ
く
　
　
係
数
の
四
〇
～
五
〇
％
　
　
旦
つ
、
説
明
力
の
大
き
い
も
の

　
を
選
択
し
た
。

　
　
こ
こ
で
・
Ｇ
Ｎ
Ｐ
（
ラ
グ
一
期
）
は
、
国
民
経
済
の
沽
動
水
準
の
指
標
と
解
す
る
な
ら
ば
、
因
内
婆
内

　
と
し
て
は
・
も
っ
と
も
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
変
数
で
あ
る
。
そ
し
て
、
生
産
指
数
は
、
一
定
の
生
座
を
維

　
持
す
る
よ
う
に
、
輸
出
圧
力
と
し
て
働
く
供
給
面
の
変
数
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
部
分
テ
ス
ト
の
結
火
は
、
さ
き
に
示
し
た
第
ｃ
。
－
岬
図
に
み
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。

□
輸
入
閑
数
〕

　
（
一
）
１
室
ｌ
Ｈ
）
　
　
罧
汁
１
１
◎
■
５
お
勺
二
十
Ｈ
・
８
ミ
戸
－
一
十
轟
べ
・
賢
ｏ

〔
変
数
選
択
〕
　
輪
入
閑
数
も
、
輸
出
閑
数
と
な
ら
ん
で
、
因
際
収
支
の
一
翼
を
担
う
重
要
な
閑
数
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
最
初
は
、
六
〇
個
を
こ
え
る
単
相
関
係
数
を
計
算
し
た
。

計
量
経
済
学
モ
デ
ル
に
よ
る
戦
後
景
気
循
環
の
構
造
分
析
Ｈ
（
岡
崎
）

二
一
　
（
二
一
）
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立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
一
号
）

５
０
１
０
８
６
３
９

３
６
２
７
４
５
４
４

９
８
９
７
８
９
８
８

０
．
Ｏ
．
Ｏ
．
Ｏ
．
Ｏ
．
Ｏ
．
Ｏ
．
Ｏ
．

十
十
十
　
一
　
十
　
一
　
十
十

）期１

　
　
）
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
）

グ
　
期
　
　
期
　
期

ラ
　
　
　
ー
　
　
　
　
１
　
　
　
１

（
　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
　
　
　
“

合
　
　
ク
　
　
　
ク
　
　
ク

素
川
　
　
ラ
　
　
　
　
ラ
　
　
ラ

供
額
（
高
　
（
　
（

金
注
　
備
Ｐ
率
率

織
搬
〃
麟
・
貸
動
〃

産
機
　
外
Ｇ
預
稼

２５９

０
．

－

３７８

０
．

十
（
Ｏ
　
（
０

８
ｎ
６

８
　
ｏ
）

Ｏ
．
Ｏ
．

十
十

　
　
　
）

　
　
）

　
　
期
〃

　
　
、
（

　
　
ク
合

　
　
ラ
糸

　
　
（
供

利
数
得
金

　
指
所
資

　
産
人
備

金
生
法
設

Ｃ七ｅ

〔
関
数
選
択
〕
　
さ
ら

　
に
、
こ
れ
ら
を
用

　
い
た
構
造
方
程
式

　
の
推
定
に
お
い
て

も
、
一
〇
〇
個
以

上
の
方
程
式
を
椎

定
し
た
が
、
統
計

的
に
は
、
甲
乙
が

　
つ
け
難
い
ほ
ど
有

意
な
閑
数
が
多

く
、
理
論
的
に
妥
当
な
も
の
だ
け
で
も
、
塘
ｃ
．
１
旨
表
に
み
る
よ
う

に
二
二
個
に
達
し
た
。
こ
の
う
ち
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
秀
れ
て

い
る
も
の
を
選
ん
だ
給
果
が
、
　
（
Ｏ
ｌ
曽
ｌ
Ｈ
）
の
輸
入
閑
数
で
あ

る
。　

し
ば
し
ぱ
指
術
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
経
験
的
に
は
、
輪
入
ｏ
鋤
き

は
と
く
に
娘
気
感
応
的
で
あ
る
が
、
わ
が
国
の
策
気
後
退
が
企
融
引
締

め
の
衝
撃
に
よ
っ
て
悲
き
起
さ
れ
る
こ
と
に
対
応
し
て
、
輪
入
ｏ
動
向

二
二
　
（
二
二
）

数関入輸火
１
２

一
３猪

）Ｒ（数係関相）Ｄ（関椙列

Ｌ
げ阯意

’
，
』

イの数炎

［
ｏ

７９，Ｏ

３６９

０
．

５７９

０
．

３７９

０
．

５２９

０
．

２７９

０
．

７３９

０
．

５６９

０
．

Ｏ

Ｆ
ｈ
）

９●Ｏ

２７９
●

Ｏ

０７９
■Ｏ

６１９■Ｏ

４３９●Ｏ

４９０
●

り
】

８４

４
一

９
】

７３

６
．

１

９５

９
．

１

５０

０
．

２

７４０
●

２

９５

９
．

１

１１

３
一

２

４８
【
ｂ

２
・

３６

０
一

２

２３１
■

２

５４０

２
．

９５０ｚ

ＣＮＴ
Ｏ

　
　
￥
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
＊

＊
１
↓
＊
　
＊
１
↓
去
　
　
＊
　
￥
１
↓
＊
　
＊
１
↓
★
１
■
＊
　
＊
　
￥
１
■
＊

一
高
一
利
額
一
額
一
一
率
率
一
率

額
嚇
率
　
注
額
注
得
得
　
率

注
走
」
　
受
注
受
所
所
動
動
〕
動

受
茸
貧
　
　
受
　
　
　
　
　
動

械
貨
　
　
械
械
械
人
人

機
外
預
金
機
機
機
法
法
稼
稼
稼
稼

一
＊
共
￥
　
　
　
　
　
　
共
　
、
＊

．
＊
１
＊
１
１
＊
　
￥
　
共
　
＊
　
＊
　
＊
１
■
岸
　
共
　
＊
　
＊
　
＊
１
■

一
一
Ｐ
率
Ｐ
数
数
一
、
綱
数
Ｐ
Ｐ
一

総
給
　
　
　
　
額
沈
　
　
給

一
供
供
　
　
　
指
指
注
苫
指
　
　
供

金
命
Ｎ
動
Ｎ
　
　
　
　
河
又
　
Ｎ
Ｎ
金

五
資
　
　
比
脈
服
械
座
　
脳

　
　
　
　
　
　
　
佃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

７
帷
・
稼
・
生
止
機
機
生
。
。
設

１
一

Ｍ
■

Ｄ
り
＾
　
ｏ
○

４
　
「
ｏ

（
０
　
７
‘

ｏ
０
　
０
Ｊ

１
０

ｕ
１
２

１
３



１
６

１
５

１
４

１
３

１
２

１
１

１
０

係関入輸図６３
　
入

第
　
　
輸

＼、
、

●

　
　
＼
、
＼

、
・
“
＼

＼
、

、

、
　
■

＼
＼

＼
＼

．
、

、
、

、
、

＼

＼ 、
、

、

１

３
３

・
一

　
３
２

１■１
９

　
２

　
」１

（
千
億
円
）

”

９
　
　
　
　
８

７

　
は
、
金
融
面
か
ら
大
き
な
制
約
を
う
け
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
示
す
も

　
の
が
、
産
業
資
金
供
給
（
ラ
グ
一
期
）
と
い
う
説
明
変
数
で
あ
る
。
つ
ぎ

　
に
、
輸
入
と
対
応
関
係
に
あ
る
需
要
面
の
指
標
が
機
械
受
注
額
で
あ
る
。

　
　
部
分
テ
ス
ト
の
結
果
は
、
第
・
。
ｌ
ｏ
図
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
き
わ

　
め
て
良
好
な
フ
ィ
ツ
ト
を
示
し
て
い
る
。

〔
産
業
資
金
供
給
関
数
〕

　
（
Ｏ
Ｉ
｝
１
Ｈ
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‘
Ｈ
ｌ
ｏ
．
ｃ
。
；
３
二
十
Ｈ
・
ｃ
。
轟
ｏ
。
－
二
十
Ｎ
・
ｏ
。
畠
・
蜆
８

〔
変
数
選
択
〕
　
産
業
資
金
供
給
を
説
明
す
る
と
思
わ
れ
る
変
数
に
つ
い
て
、

　
金
融
関
係
の
変
数
を
中
心
と
し
て
、
約
七
〇
個
の
単
相
関
係
数
を
計
算

し
た
結
果
、
前
期
預
貸
率
・
前
期
設

備
投
資
な
ど
、
単
相
関
係
数
の
高
い

　
一
〇
数
個
の
変
数
を
え
た
。

〔
関
数
選
択
〕
　
こ
れ
ら
の
変
数
の
組
合
せ
か
ら
、
五
〇
個
に
の
ぽ
る
構
造
方
程
式
を
推
計
し
た
が
、

　
こ
の
場
合
に
も
、
線
型
重
合
の
た
め
、
有
意
な
関
数
は
、
採
用
さ
れ
た
も
の
一
個
の
み
に
と
ど

　
ま
っ
た
。

　
　
い
う
ま
で
も
な
く
産
業
資
金
供
給
は
、
金
融
面
に
お
け
る
い
わ
ば
量
を
あ
ら
わ
す
指
標
で
あ

　
る
・
金
融
面
に
お
け
る
量
と
し
て
の
産
業
資
金
供
給
は
、
ま
ず
、
金
融
機
関
の
ピ
ヘ
ー
ヴ
イ
ァ

　
　
　
計
量
経
済
学
モ
デ
ル
に
よ
る
戦
後
撮
気
循
環
の
構
造
分
析
Ｈ
（
岡
崎
）
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を
示
す
変
数
た
５
前
期
の
預
貸
率
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
き
わ
め
て
納

得
の
ゆ
く
説
明
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
産
業
資
金
供
給
は
、
前
期
の
設
傭
投
資
に
よ
っ
て

説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
下
降
局
面
に
お
い
て
は
、
金
融
要
因
が
能
動
的
投
割

を
演
ず
る
反
面
、
前
期
の
設
傭
役
資
の
あ
と
を
追
随
す
る
と
い
う
、
ラ
グ
付
き
の
フ
ィ
ー

ド
・
バ
ッ
ク
を
も
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
興
味
深
い
事
実
で
あ
ろ
う
。

　
静
分
テ
ス
ト
の
グ
ラ
フ
は
、
第
ｃ
・
ー
べ
図
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ほ
ぼ
満
足
で

　
き
る
結
果
を
示
し
て

　
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

　
る
。
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数
を
計
算
し
た
が
、
そ
の
値
は
他
の
関
数
に
比
し
て
小
値
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
預
貸
率
と
の
単
相
関

　
で
、
金
利
（
十
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．
ｏ
お
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輸
入
（
十
◎
．
べ
８
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、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
（
１
９
ｏ
．
ｏ
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ど
約
一
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個
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、
比
較
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堺

　
相
関
係
数
を
も
つ
変
数
を
え
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
相
互
の
相
関
関
係
が
高
く
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強
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線
型

　
重
合
が
認
め
ら
れ
た
。

〔
関
数
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〕
　
五
〇
個
に
の
ぼ
る
関
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定
し
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結
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は
え
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れ
な
か
っ
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す
な
わ
ち
、
グ

　
ラ
フ
に
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ら
れ
る
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う
に
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す
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方
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関
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し
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対
数
線
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の
定
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を
用
い
る
こ
と
で
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る
。

し
か
し
、
こ
の
方
法
を
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用
し

て
も
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関
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の
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定
続

果
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は
な
か
っ
た
た
め
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た
。

　
　
金
融
機
関
○
ピ
ヘ
ィ
ヴ
ィ
ァ
の
結
果
を
あ
ら
わ
す
変
数
で
あ
る
預
貸
率
が
、
金
融
市
場

　
の
価
格
で
あ
る
金
利
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
白
然
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
部
分
テ
ス
ト
の
結
果
は
、
第
。
。
ｌ
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。
図
の
と
お
り
で
あ
る
。

〔
金
利
関
数
〕

　
（
ｏ
ｌ
｛
１
Ｈ
）
　
∴
１
１
１
◎
．
８
８
８
爵
ぎ
ー
一
１
◎
．
◎
冨
富
９
＋
ｏ
・
ｏ
ｏ
◎
Ｈ
ｏ
◎

　
産
業
資
金
供
給
が
金
融
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あ
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変
数
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変
数
選
択
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金
利
は
、
資
金
供
給
と
預
貸
率
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な
ら

　
び
重
要
な
金
融
指
標
で
あ
る
の
で
、
広
い
範
囲
か
ら
変

　
数
選
択
を
試
み
た
結
果
、
第
・
。
ー
ま
表
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示
す
七
個
の

　
変
数
を
得
た
。

〔
関
数
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択
〕
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の
変
数
を
組
合
せ
て
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推
定
し
た

　
と
こ
ろ
、
一
八
個
の
方
程
式
Ｏ
う
ち
七
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な
関

　
数
を
え
た
。
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ず
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な
説
明
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あ
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よ
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。
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。
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岸
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。
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